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施設の位置づけ

史跡杣山城跡の本質的価値を正しくわかりや
すく伝え、理解してもらうためのガイダンス
施設（屋内展示を中心とする）とする。
杣山城跡の展示解説の拠点として整備し、体
験学習や現地見学の拠点としての機能を加え、
より充実した保存活用を図る。

施設の構成

ガイダンス施設内には、屋内展示の拠点であ
る展示室のほか、駐車場や体験活動を補完す
る休憩・レクチャー室を整備する。
<開館時間>
・展示室 ：土、日、祝 9:00～17:00
・トイレ、休憩室：終日

       ただし、夜間のみ閉鎖

ガイダンス施設は、「展示解説」「情報発
信」「交流・学習支援」の機能を有する施設
として整備する。
そのほか、施設を管理運営するうえで必要と
なる諸室も含まれる。

施設の機能と諸室 展示解説に関する計画

来訪者に史跡杣山城跡の概要や本質的価値を
伝えるため、パネルや映像による解説、出土
品の展示、山城の構造を理解するためのジオ
ラマ展示を行う。
<展示解説コンセプト>
“武家拠点としての杣山城を探る”

基本計画において定められた与件

「越前の玄関口 杣山城跡の継承」
国指定史跡「杣山城跡」は、鎌倉時代末期に築城されてから戦国時代までの間、越前の玄関口をおさえる重要な城として存在し現在もなお、

町のシンボルとして親しまれている越前町が誇る歴史遺産を、過去・今・未来世代へ継承するために、
将来的に望ましい状態で史跡を保護し、地域の歴史を学ぶ場、散策や憩いの場、さらには地域を代表する文化的観光資源とすることを目指す。

展示コンセプトについて

リアル展示とデジタルコンテンツを組み合わたハイブリッド施策を通じて、「幻の杣山城」を探索することで
当時の杣山城の姿や、越前での暮らし、南越前町の周辺の様子を実感する

杣山城跡を後世へ適切に継承するためには、

史跡の本質的価値を明らかにし、地域住民とその価値を共有しながら、史跡を積極的かつ継続的に活用していくことが重要

施設整備計画のポイント

ガイドがいなくても内容・利用方法がわかる工夫や
史跡の総合的学習や出土品等の展示・見学、

史跡活用のための拠点施設が必要

史跡解説のボランティアガイド等がいないため、
史跡の内容を現地で十分理解することが困難

数多くの歴史・文化遺産や観光資源が“点”としての存在感にな
っているため、来訪者に長く滞在してもらえる工夫が必要

• 観光拠点の連携や、町の資源を活かした
住民と来訪者に優しい観光施設を設備

• 回遊性や付加価値が高まり「また来たい」と思ってもらえ
る「まち」を目指す

• 本史跡の維持管理や保存整備の運営主体は南越前町が実施
• より多くの来訪者を呼び込み杣山城跡が持つ価値を伝え、     

地域活性化を目指す

• 管理運営体制の強化が必要
• 関連の歴史遺産と連携を図ったソフトメニューも充実させ、

歴史遺産・学校教育・生涯教育として活用

整備・活用に向けての課題 周辺地域資源とのネットワーク 管理・運営計画活用計画

ガイダンス施設＝あらゆる来訪者が楽しむことができる、文化継承・交流の場

建造物とマッチした
空間デザイン

空間計画

周辺環境との調和に配慮し、屋内空間と屋外
空間の効果的な活用ができる施設構成とする。

あらゆる来訪者が楽しく学べるように、リア
ル展示とデジタルコンテンツを組み合わた展
示で興味関心を高める。

誰もが訪れたくなる仕掛け

展示手法

いつ訪れても楽しめる
コンテンツ

運用計画

時期やテーマ性に沿った企画展の開催や、更
新性のある展示を行い、常に新たな発見・学
びを体験を提供する。

あらゆる来訪者に
配慮したデザイン

ユニバーサルデザイン

あらゆる来訪者に配慮し、ユニバーサルデザ
イン視点で展示やサイン、グラフィック等の
検討を行う。

展示ポイントについて

実施方針 1



全体イメージ

ガイダンス施設について

ガイダンス施設は「文化継承」「交流の場」に分かれている。
ガイダンス施設のホール・展示室では「杣山城」について学ぶことができ、

併設の休憩スペースでは登山客がゆったりくつろいだり、地域の方々の交流・講習会ができるようなレイアウト・導線を設計。

ホールから順々に奥の常設展示
に進むことでワクワク感を演出

ホールに入ると
すぐ受付がみえる

単純な導線にすることで
案内係がいなくても
回遊ができる仕組み

フレキシブルな
使い方ができる
シンプルな空間に

企画展でさらに
知識を深める

▼ホール

▼展示室

▼休憩・レクチャー室

※実施にあたっての詳細は決定後のつめとなります。

：導線
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展示室について

5つのゾーンより「幻の杣山城跡」や周辺地域の歴史・文化の学習ができる

地域交流ゾーン

南越前町ゾーン

史跡ゾーン

歴史ゾーン

杣山城ゾーン

※実施にあたっての詳細は決定後のつめとなります。

歴史ゾーン

杣山城跡の
歴史が一目でわかる工夫

杣山城の歴史をたどる オリジナル年表

史跡ゾーン

楽しみながら
発掘調査について学習

4コマでわかる！発掘調査のひみつ

南越前町ゾーン

南越前町をぐるりと周遊
したくなる演出

南越前町を探索！史跡ウォール

地域交流ゾーン

地域の人々が訪れたくなる
杣山城にまつわる企画展

杣山城をもっと知ろう！展覧会

杣山城ゾーン

在りし日の
「杣山城跡」を感じる

ジオラマで再現！在りし日の杣山城

展示室イメージ 3



展示室イメージ

歴史ゾーン

杣山城跡の歴史が一目でわかる工夫

瓜生一族と杣山城/南北朝期の動乱と杣山城/武家拠点
としての杣山城

ストーリー

展示内容 ・瓜生氏の系譜や築城期の様子を解説
・杣山城を中心に越前における南北朝期の情勢を解説
・斯波氏、甲斐氏から朝倉氏の統治時代、廃城となるまでを
解説 

プロローグ

「杣山城跡」を訪問する来訪者の期待感を募る演出

史跡の概要と価値ストーリー

展示内容 ・案内パネル
・杣山城の構造、各遺構の解説 

ようこそ 杣山城跡へ！メッセージウォール/案内サイン
戦国時代の武将が己の所在を明示するため用いていた
旗印をイメージしたグラフィックで洗練された世界観へ誘う。

杣山城を築いた
瓜生一族の家紋

メッセージウォール 案内サイン

※実施にあたっての詳細は決定後のつめとなります。

杣山城の歴史をたどる オリジナル年表
杣山城と関わり深い「瓜生一族」「南北朝期の動乱」「武家拠点」を
テーマにしたオリジナル年表を制作

テーマ別に

分かれている歴史年表

動画活用した

史跡・歴史紹介
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展示室イメージ

地域交流ゾーン

地域の人々が訪れたくなる杣山城にまつわる企画展

様々なテーマの展示ストーリー

展示内容 ・杣山城に関するパネル展
・杣山城跡や周辺の史跡がわかる写真展

史跡ゾーン

楽しみながら発掘調査について学習

発掘調査の成果と史跡整備事業/武家の暮らしぶりストーリー

展示内容 ・調査成果や整備内容など事業の経過をまとめる
・杣山城から出土した土器・陶磁器類などを展示

4コマでわかる！発掘調査のひみつ
「史跡調査」ではどんなことをしているか？
4コマで端的に表現

※実施にあたっての詳細は決定後のつめとなります。

杣山城をもっと知ろう！展覧会
杣山城にまつわる企画展を行い、
定期的に訪れたくなるガイダンス施設に

展示内容は

定期的に更新する
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出土品当てフリップクイズ
クイズ形式で出土品を紹介
いつ来ても楽しめるように
定期的にクイズを更新

展示の内容に合わせてフレキシブルに
壁面を変えることができる什器

最新の調査結果は

ディスプレイに投影



展示室イメージ

杣山城ゾーン

在りし日の「杣山城跡」を感じる

立体模型で山城の構造を学ぶストーリー

展示内容 ・本丸を中心とした山城の構造をジオラマで表現する

南越前町ゾーン

南越前町をぐるりと周遊したくなる演出

周辺の城跡や関連文化財ストーリー

展示内容 ・杣山城及び日本遺産である北前船主集落や今庄宿、
山中トンネル等を解説。 

南越前町を探索！史跡ウォール
杣山城跡を中心とした南越前町の主要遺跡を表現

※実施にあたっての詳細は決定後のつめとなります。

「幻の杣山城」をジオラマで再現
在りし日の杣山城を忠実に再現した
ジオラマ展示を通じて直感的に杣山城跡について訴求

本丸を中心とした

山城の構造をジオラマで表現
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R面を活用した

動きのあるウォール
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